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ボールベアリングトップメーカーとしての使命

未来社会に向けミネベアミツミの超精密ボールベアリングのニーズは更に拡大

ボールベアリング事業価値
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当社の強みを活かし世の中になくてはならない価値を創出し
未来を生み出すこと。社会貢献すること。

創業以来注力してきた外径22ミリ以下のベアリングビジネスのノウハウを
結集して、将来性が見込めるニッチ産業を更に深堀し事業の拡大を図る。



ボールベアリング事業の強み

グローバル拠点

多拠点化と共に複数工場で用途別に
並行生産体制を敷きBCPにも強み

製造体制

▶︎垂直統合生産

▶︎高い技術開発力

▶︎高品質・高精度

▶︎圧倒的生産能力

構成部品から組立、生産設備まで社内対応

8,500種類以上の型式を3.15億個/月生産

材料開発技術、トライポロジー技術
によりオンリーワン製品を創出

高度な加工技術と
徹底した横展による
均一な精度・品質

マーケットシェア
世界シェアNo1

外径Φ22ｍｍ以下のサイズで世界シェア60％以上

アジア、北米、欧州7か国15拠点
生産能力：3.15億個/月

高いシェアの理由は各用途で競合を圧倒する技術力

高温耐熱技術
高耐久性技術
高速回転技術

低トルク化技術
高温耐熱技術
高耐久性技術
静音性技術

高速回転技術
低トルク化技術
静音性技術
高耐久性技術

導電性技術
耐ケミカル
アタック技術

超信頼性技術
高耐食性技術

高耐食性技術
低トルク化技術
静音性技術
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『超精密機械加工技術』と『圧倒的な大量生産技術』による高精度・高品質な
ボールベアリング製品を提供し、より『快適、便利、クリーン』な社会の実現に貢献。



タイ：NHT工場

ボールベアリング最新鋭量産工場ご紹介
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ボールベアリングの構成部品
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ボールベアリング事業の垂直統合生産体制
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工場概要
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動画でのご説明



切削加工工程
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動画でのご説明



熱処理加工工程
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動画でのご説明



研削加工工程
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動画でのご説明



設備保全
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動画でのご説明



組立工程
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動画でのご説明



ボールベアリング最新鋭量産工場ご紹介
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省電力化 高速回転・耐久性ダウンサイジング

ボールベアリング事業の軌跡
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高効率化、耐電性 経済性

世界最小ベアリング
（外径1.5ミリ）

世界最長回転ベアリング 毎分50万回転まで
到達する高速性能

耐食性200倍向上した
材料開発

ハイブリッドベアリング
開発、生産

超高精度、最適設計による
静音化、モジュール化

環境対応（耐食性）

小径・ミニチュアボールベアリングのトップメーカーとして培ってきた数多くのノウハウを
相合して、これからも世の中になくてはならない存在であり続ける。



既存製品の自律成長と新規分野参入の2本柱で
事業の拡大を図る

0%

100%

200%

売上高の成長イメージ
2020年を100%とした場合

10年で売上高を2倍に
CAGR+7%

ボールベアリング事業成長戦略
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新規分野
★中径サイズ参入
・自動車NEV主機モータ
・電動コンプレッサー
・ISG (モーター機能付発電機）
★ロボット関連
・弾性ベアリング
・薄型ベアリング

★自動車
★ロボット
ドローン
釣り具
OA機器
ATM

★ファンモーター
高級家電
エアコン
電動工具
医療
各種モータ

自律成長分野



40百万個

183百万個

2020 2025

EV主機モーター用途

ベアリング市場規模予測

＜10年新規成長プロジェクト＞
小径・ミニチュアボールベアリングで培った
高速回転、電食対応、高温耐久性のノウハウと
グループ会社のテクノロジーを相合し
独自のNEV主機モータ用ベアリングを開発し参入

従来 現在 次のステップ

外径22ミリ以下中心 外径35ミリまで対応 外径100ミリまで対応

成長戦略：自動車用途
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ミネベアミツミ
•日本・アジア
•小径ミニチュアサイズ 世界シェアNo.1
•低コスト・大量生産技術
•要素開発技術（材料、トライポロジー）

myonic
•欧州
•医療、航空宇宙関連用の開発生産
•高速回転用途に強み

ＮＨＢＢ
•アメリカ
•航空、医療向け特殊ベアリングの開発生産
•小径～大径サイズ

CEROBEAR
•欧州
•セラミックス材料技術
（航空、F1、産機）
•カスタムメイド開発生産
（～大型サイズ）

テクノロジー
相合

4.5倍

http://www.myonic.com/index.php


＜ボールベアリングに要求される性能＞
高速回転 耐熱性 省電力 高信頼性

サーバー1台当たり
ベアリング20個以上使用

成長戦略：データサーバー用冷却ファンモーター
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5G・DX・IoTといったデジタル世界の潮流がストレージ容量を加速的に増加し、
サーバーを冷却するファンモータに使用されるベアリングの高い成長が見込める。

当社調べ

現在

5年後

<支えるベアリングテクノロジー＞

超精密加工・高品質
最適設計（内外輪、リテーナー）
トライポロジー（グリス、オイル）
モジュール化（一体型ベアリング）

冷却ファン台数 ベアリング個数

4～6 16～24シャーシ

1～2 4～8電源



シェア目標
60%以上

新たな市場

当社対応サイズ拡大

市場要求サイズ小型化

成長戦略：ロボティクス

コロナ禍での非接触需要の増加や省人化のニーズ拡大により

サービス分野(飲食の提供・医療・介護・娯楽など)での導入が加速

設置スペースの制限や必要可搬重量の低下でロボットの小型化・省スペース化が進み

当社対応サイズのベアリング需要は加速度的に増加

HDDで培った低発塵グリース、高密閉性ゴムシール技術を展開

サーボモータ用ベアリング

1nm(ﾅﾉﾒｰﾄﾙ)単位の加工精度でロボットの超精密制御を実現

減速機用ベアリング

(2021年度量産開始予定)
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背景画像出典:川崎重工株式会社HP

https://robotics.kawasaki.com/ja1/xyz/jp/1804-03/

中径サイズのラインナップ拡大と

新製品の市場投入で需要増に応える
新たな市場でもNo.1シェア獲得が命題



2021年・軽井沢工場に
本社テクノロジーセンターを開設

多様化・高度化する要求への対応に向け
要素技術の拡充とベアリング製品の開発を強化
同時に工場と連携し
更なる高精度化、高品質化を追求

2021年末竣工予定

更なる開発力の強化で未来を創る
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市場要求は更に多様化・高度化

・高機能・快適
・高速通信
・環境対応
・省力化

高速回転化

超高精度高温耐久性

高寿命

要求への対応

材料開発 ●高機能部品材料の開発

トライポロジー開発
●耐熱、耐寒、低トルク

高寿命グリース開発

更なる超高精度化 ●回転精度向上加工技術開発

製品開発体制を強化



2020 2030

事業全体 3つの成長市場とキーワード

ボールベアリング事業次の10年に向けて
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2020 2030

2020 2030

2020 2030

自動車
NEV・高機能車の需要拡大
ミネベアミツミの相合により新しい価値を提案
ベアリング月販の1億個越えが視野に

5G/DX/IoT
激増するデータ量でサーバー需要は拡大継続
高品質・高信頼性で高シェア
エレクトロニクス製品全般に追い風

ロボティクス
ニューノーマル時代は小型ロボットの需要増
製品ラインアップ揃えNo.1シェアへ

2030年売上高
今期比2倍へ

2.7倍

2.6倍

5.0倍
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当資料で述べられた内容のうち歴史的事実でないものは、一定の前提の下に作成した将来の見通しであり、ま

た、それらは現在入手可能な情報から得られた当社経営者の判断にもとづいております。実際の業績は、さまざ

まな要素により、これら見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。実際の業績に影響を与える重要な

要素としては、(1)当社を取り巻く経済情勢、需要動向等の変化、(2)為替レート、金利等の変動、(3)エレクトロ

ニクスビジネス分野で顕著な急速な技術革新と継続的な新製品の導入の中で、タイムリーに設計･開発、製造･販

売を続けていく能力、などです。但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。

本資料に掲載のあらゆる情報はミネベアミツミ株式会社に帰属しております。手段･方法を問わず、いかなる目的

においても当社の事前の書面による承認なしに複製･変更･転載･転送等を行わないようお願いいたします。


